
令和７年度第２回徳島県社会教育委員会議及び社会教育委員現地研修会会議録 

 

■日 時：令和７年 11月６日（木）10:45〜13:30 

■場 所：神山まるごと高等専門学校 

■出席者：徳島県社会教育委員９名 

     馬場委員長、田中副委員長、石倉委員、大井委員、 

岸本委員、妹尾委員、大喜委員、豊田委員、吉本委員 

事務局６名 

生涯学習課長、生涯学習支援課長、他事務局４名 

■会議概要 

 １．開会 

 ２．委員長挨拶  

 ３．議事 

   (1)「令和７年度 地域教育支援活動奨励賞」最終選考について（事務局説明） 

   (2) 今後のスケジュールについて（事務局説明） 

 ４．閉会 

 

議事(1) 「令和７年度 地域教育支援活動奨励賞」最終選考について 

       （委員からの意見） 

・これからの社会教育の推進を担う若い人材が受賞できるよう、選考基準や推薦方法の

工夫を検討すべきである。 

・奨励賞は地域の人材育成にとって重要な役割を果たしている。市町村教育委員会や社

会教育関係団体と連携し、情報共有を図りながら周知を進めることが求められる。 

・様々な地域や、立場・世代の人を推薦することで、地域教育支援活動の意義を広く啓

発する効果が期待される。 

 

   （事務局の対応） 

    ・会議においていただいた御意見を真摯に受け止め、各委員のお知恵をいただきながら

地域教育支援活動奨励賞がより価値ある賞となるよう、次年度以降検討を進めてまい

りたい。 

 

■現地研修会 

  神山まるごと高専において、副校長の鈴木敦子氏および広報戦略担当の水田徹氏より、学校

概要等の説明が行われた。その後、水田氏の案内により、授業視察と施設見学を実施した。 

また、昼食は高専の食堂にてとり、委員同士および事務局との懇談を図った。 

昼食後には意見交換を行い、委員からの質疑応答については水田氏に御対応いただいた。 

 

 


